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　２００６年１２月に新しい教育基本法が公布・施行さ
れ、２００７年６月の学校教育法改正では、学力に関
して、（１）基礎的・基本的な知識・技能の習得、
（２）その知識・技能を活用した思考力・判断力・
表現力等、（３）主体的に学習に取り組む態度、の
３要素が明確化された（文部科学省、２０１１）。学
校教育法改正を踏まえて文部科学省は２００８年３月
に小・中学校の学習指導要領を改訂し、２０１１年度
から小学校で全面実施された新学習指導要領「生
きる力」では、「ゆとり教育」か「詰め込み教育」
かではなく、基礎的・基本的な知識・技能の習得
とそれを活用した思考力・判断力・表現力等の育
成との両方が必要であることが改めて強調され、
各教科の内容等に即した教育実践が教育現場で求
められている。
　「生きる力」の育成に関連して、自ら課題を見
つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よ
りよく問題を解決する資質や能力を育てることを
ねらいとして、１９９８年度より始まった総合的な学
習の時間が果たす役割と期待は多大であったが、

大きな成果を上げている学校もある一方で、十分
に達成されていない状況も見られ、今回の学習指
導要領改訂では課題発見・解決能力、論理的思考
力、コミュニケーション能力等、今求められてい
る力を育むためには、体験活動だけで終わること
や知識・技能を一方的に教え込むだけの学習活動
にせず、「探究的」にすることが不可欠であるこ
とが強調されている（文部科学省、２０１１）。
　また、今回の教育基本法改正では、教育目標と
して「生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全
に寄与する態度を養うこと（第二条第四号）」が
加えられ、学校教育法（第二十一条第二項）に「学
校内外における自然体験活動を促進し、生命及び
自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する
態度を養うこと」が盛り込まれた。このことは、
学校教育における「環境教育」を推進するうえで
の根拠ともなり、国立教育政策研究所が刊行した
「環境教育指導資料［小学校編］」では、小学校教
育における環境教育の基本的な考え方として、課
題を見つけ、自ら学び、主体的に判断し、行動し、
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よりよく問題を解決する資質や能力などの「生き
る力」を育成するために、環境教育が位置付けら
れている（国立教育政策研究所教育課程研究セン
ター、２００７）	ことを示している。平成２０年１月の
中央教育審議会の答申のなかで、理科の改善の基
本方針に「持続可能な社会の構築が求められてい
る状況に鑑み、理科についても、環境教育の充実
を図る方向で改善する」ことが盛り込まれて新学
習指導要領もそれを反映したものとなり、科学
教育は環境教育と密接にかかわっており（福井、
２０１２）、環境教育においても科学的な見方や考え
方が求められている。
　小学校学習指導要領解説理科編（文部科学省、
２００８）では、小学校理科の教科の目標として、（１）
児童が身近な自然を対象として、自らの諸感覚を
働かせ体験を通した自然とのかかわりの中で、自
然に接する関心や意欲を高め、そこから主体的に
問題を見いだす学習活動の重視、（２）児童が見通
しをもって観察、実験などを行い、自然の事物・
現象と科学的にかかわる中で、問題解決の能力や
態度を育成する学習活動の重視、（３）児童が観察、
実験の結果を整理し、考察、表現する活動を行い、
学んだことを生活とのかかわりの中で見直し、自
然の事物・現象についての実感を伴った理解を図
る学習活動の重視、の３つの重点が問題解決の流
れに沿って示されている。つまり、身近な自然の
なかに児童自らが課題を発見し、科学的な見方や
考え方を通して解決する、一連の問題解決学習の
プロセスを充実させることが理科教育に求められ
ている。森本（２０１２）は、理科授業の基本的目標は、
子どもの科学概念構築を支援することにあり、科
学概念の構築には「予想」→「観察、実験の計画
と実施」→「観察、実験の結果の整理」→「予想
と結果との照合を中心とした考察」→「結論」と
いう一連の問題解決プロセスを経ることが必須条
件であり、思考力・判断力・表現力の育成は、こ
のプロセスを充実させることで達成できることを
指摘する。
　一方、五島（２０１２）は、野外観察や体験的な活
動などの探検学習によって、子どもが自ら疑問を
感じ、問題を把握し、自分で仮説を立てる過程、
つまり「問題提起」→「探検」→「観察」→「発

見」	から「問題把握」に至った上で、「仮説検証」
へと移行することで「自立した問題解決活動」が
実現できるとし、従前の理科教育では「問題把握」
に至る過程が問題解決学習のなかで軽視されてき
たことを指摘する。
　このように、総合的な学習の時間、環境教育、
理科教育のいずれも探究的な学習や問題解決学習
が求められ、それぞれの教科等のなかでその目標
を達成するための多くの授業実践が行われ、多く
の成果を挙げている。一方で、上述のように総合
的な学習の時間が本来の目標を達成できていない
状況もあることから、教科での取組みに加えて、
教科横断的な授業を展開できる総合的な学習の時
間を効果的に活用することで、身近な自然から始
まる、理科教育に求められる児童の科学概念構築
のための問題解決学習のいっそうの充実を図る事
も可能ではないかと考える。
　著者の遠藤は２００３年度より、沖縄県座間味村の
慶留間小学校において、総合的な学習の時間に
おいて身近な自然を活用した探究的・問題解決
型の環境教育の授業実践に、現場の先生ととも
に取り組んで来た（遠藤ほか、２０１０）。本研究で
は、２０１１年度に沖縄県座間味村立慶留間小学校お
よび阿嘉小学校、宮崎県都城市立御池小学校で取
り組んだ、総合的な学習の時間における身近な自
然を活用した探究的・問題解決型の授業実践を紹
介し、児童がまとめた研究レポートおよび教員の
コメント等から、児童主体の学習における問題解
決のプロセスおよび問題解決学習の指導方法につ
いて検討する。なお、これら３つの実践校はいず
れも全校児童数１０名程度で豊かな自然環境に恵ま
れた小学校であるが、身近な自然を活用した探究
的・問題解決型の学習を行う上での理想的な環境
として、これらの学校で実践研究を積み重ね、そ
こで得られた知見を基に効果や課題を浮き彫りに
し、様々な規模や環境の小学校に適用できる「科
学的な見方や考え方を通して解決する問題解決学
習の指導方法」の開発を目指している。

授業実践
１. 沖縄県座間味村立慶留間小学校
　慶留間小学校では２００３年度よりケラマジカ研究
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を３、４年生の総合的な学習の時間に実践してき
た（遠藤ほか	２０１０）。この授業は、ケラマジカの
持続的保全の研究のために島を訪れていた著者の
遠藤と、天然記念物ケラマジカの保護政策策定に
向けて地域住民の意識を向上させたい座間味村教
育委員会、地域学習を充実させたい慶留間小学校
の合意のもとに始められた（遠藤ほか２０１０）。地
域学習として位置づけられているが、内容は島に
生息する天然記念物のケラマジカについて、「ケ
ラマジカ探検」→「課題発見」→「テーマ設定と
調査方法の検討」→「実験・観察」→「結果のま
とめと考察」→「発表」までの科学的プロセスを
児童主体でおこなう問題解決学習となっている。
したがって、地域の自然を題材に、環境保全とい
う環境教育的側面と科学的な研究という理科教育
的側面を合わせ持ち、総合的な学習の時間に求め
られる探究的な学習を通して、これらの教育に求
められる力の育成を目指す内容になっている。詳
細は表１の通りだが、授業の進め方は２００３年から
授業を担当した教員たちが、授業実践を通して改
良を加えてきたものである。阿嘉小学校および御
池小学校でもほぼ同様の授業の進め方をしてい
る。
　２０１１年度は３年生の児童３名が５回の探検を繰
り返した後（写真１）に、それぞれ「児童A：シ
カの足」、「児童B：シカの歩き方」、「児童C：シ
カの身長」というテーマでケラマジカ研究に取り
組んだ（写真２）。指導は担任の仲村が行った。「シ

カの足」に関する研究は２０１２年５月に琉球大学で
開催された沖縄生物学会において、転校した児童
Aに代わり、共同で実験・観察をした児童２名に
よって１００名ほどの研究者の前で発表された（写
真３）。発表後の専門家からのいくつかの質問に
も児童らはその場で自分たちだけで考え答えるこ
とができ、その姿勢は学会事務局や学会員から高
く評価された。学会の講演要旨として児童Aがま
とめた研究内容は下記の通りである。

３年生児童の研究（沖縄生物学会講演要旨より）

表１　慶留間小学校3、4年生の総合的な学習の時間の流れ

ケ ラ マ ジ カ 探 検

探検に行く前に「地域の自然」に関するウェビングを実施する。学校周辺での
野外観察によりケラマジカの痕跡を探す。この際、教員は児童に痕跡を指し示
したりすることなく、設定した場所へ児童を引率し、自らの発見を促す。毎時間、
教室に戻ったらその日の発見や感想を記録シートに記入して発表する。課題が
決まるまでケラマジカ探検を数回繰り返す。この段階に十分に時間をかける。

課 題 発 見
毎回の探検と蓄積された記録シートを見返すことで、自分が興味を持っている
課題を認識し、絞り込む作業を行う。

テ ー マ 設 定 と
調 査 方 法 の 検 討

発見した課題からテーマを設定する。この際、児童主体で調査が可能なテーマ
へと導く。調査方法は各自が考えた上で全員で検討し決定する。

実 験・ 観 察 調査に必要な器材を考え、共同で準備して実験・観察を実施する。
結果のまとめと考察 結果から考察への論理性・客観性を保てるよう指導する。

発 表
パソコンによるプレゼン資料作りは情報教育のなかで実施する。地域へ向けた
学習発表会や対外的な学会発表、インターネット会議など発表の場を設定する。

写真１　慶留間の森の探検
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「ケラマジカの足について」
　山の中でシカたんけんをしていると、シカの足
あとがありました。土にめりこんで、よく形がわ
からなかったので、	ちゃんと足あとをみたいと思
いました。そして、シカはどんな足をしているの
か、他の動物の足とどうちがうのか調べたくなり
ました。
　そこで、よくシカが目げきされる教員住たくの
あたりに、砂をまきました。そして、シカをおび
きよせるように、シカが食べそうなエサをペット
ボトルに置いてシカの足あとがつくようにしまし
た。エサはシカが食べそうなクロツグ、クワの葉、
ハイビスカスを置きました。次の日の朝見てみる
と、足あとが２つ残っていて、足の形もはっきり
見えました。足あとは６cmぐらいの大きさでし
た。エサもクワの葉、ハイビスカスが食べられて
いましたがクロツグは食べられていませんでし
た。しかけを作っているときに、Bさんのお父さ
んのヤギの足あとをつけました。大きさは９cm

でシカよりも大きかったです。シカの足はハート
みたいな形をしていてヤギの足の形がにているけ
れどちがうことがわかりました。また砂をふんだ
ときの深さがちがうことがわかりました。
　つぎは、この足あとを残したシカは、オスなの
かメスなのかを調べてみたいです。また、足あと
はヤギよりも小さいけれど身長はどっちが大きい
のかを調べてみたいです。

問題解決学習のプロセス
　レポートから、この児童が探検を繰り返す中で
シカの足跡を発見したことで、シカの足に興味を
持ちテーマ設定に至ったことが読み取れる。「探
検でシカの足跡を発見」したあと、「足の形やサ
イズ、他の動物の足との違いに興味関心」→「足
跡を調べる」→「発見した足跡が不鮮明だったた
め、どのように調べるか」→「砂をまいて足跡を
付ける」→「シカを誘因するために好きな植物を
設置」→「近くで飼育されているヤギが実験準備
中に偶然通りかかる」→「ヤギの足跡をつけて実
験の予行と観察・計測」→「実験開始」→「翌日、
シカの足跡を観察・計測」→「ヤギとシカの足跡
の形と大きさの違いを発見」	というプロセスで進
行した。一連の問題解決学習を終えた時点で「性
や体サイズと足跡の関係」という新たな課題に興
味関心を持ち、次のプロセスへと移行する様子が
みられた。この授業では、児童３名が主体的に話
し合いをしながら、協力して問題を解決していく
様子が常にみられ、他の２名のテーマについて
も、同様に全員で話し合い、協力して問題解決を
行う様子が観察された。シカをおびき寄せる植物
の種類とその設置方法は、探検での観察や、先輩
たちの先行研究「シカの好きな植物調べ」を参考
にしており、既存知識の活用もみられた。

２. 沖縄県座間味村立阿嘉小学校
　阿嘉小学校では、３、４年生の総合的な学習の
時間に地域学習として島を代表するサンゴに関す
る研究を主として実施し、単発的な自然体験学習
として２００３年度より、野鳥観察や探検活動などを
実施してきた。しかし、サンゴの研究は専門家に
依存する部分が多く児童の主体的な探究活動にな

写真２　シカの足跡を確認する児童

写真3　沖縄生物学会での発表
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りにくいこと、野鳥観察など単発の探検活動では
毎回のレポートは残るものの学びの蓄積には繋が
らず、単なる体験に終わるという声が学校内であ
がり、２００７年度より慶留間小学校と同様の問題解
決学習に取り組んでいる（遠藤ほか、２０１０）。阿
嘉小学校ではケラマジカ研究と野鳥研究を隔年で
実施し、３年生か４年生のいずれかで一年間かけ
てケラマジカ研究に取り組む。２０１１年度は３年生
の児童１名が４回の探検活動の後、「ケラマジカ
の角研ぎ」というテーマで研究を行い（写真４、
５）、担任の大村が指導した。この研究内容は
２０１２年５月に琉球大学で開催された沖縄生物学会
において、４年生になったこの児童によって１００
名ほどの研究者の前で発表された（写真６）。発

表後の専門家からのいくつかの質問にも、教師に
頼ること無く、児童はその場で自ら考え答えるこ
とができ、その姿勢は学会参加者から高く評価さ
れた。学会の講演要旨にまとめた児童の研究内容
は下記の通りである。

写真６　沖縄生物学会での発表

３年生児童の研究（沖縄生物学会講演要旨より）
「ケラマジカの角のとぎあと調べ」
　４月に公園のまわりを歩いていると、ぐうぜん
ケラマジカの角を拾い、おもしろそうだな、角に
ついて調べてみたいなと思いました。また、たん
けんした時に、するどいとぎあとや食べたような
あとがあって、きょうみを持ったので、角のとぎ
あとについて調べることにしました。まず、「ク
シバルに行く手前」「ニシバマ」「公園のまわり」
の３カ所で、①木の種類、②木のまわりの太さ、
③とぐ目的、について調べ、その結果を表やぼう
グラフに表しました。すると、角をといだあとが
多いのは太さ３０㎝～４０㎝の木で、７本ありました。
食べたあとが多かったのは、太さ１０㎝～２０㎝と３０
㎝～４０㎝の木で、それぞれ５本づつありました。
この結果から、その木の太さが、といだり食べた
りしやすいのかな、と思いました。木の種類では、
モチノキに角がとがれたり食べたりしたあとが多
かったです。ヤシも、とがれていましたが、食べ
たあとはなかったです。モチノキは、皮がやわら
かくて食べやすく、ヤシはかたくて、食べにくい
のかなと思いました。次は、他にもとぐ目的がな
いか調べてみたいです。

写真4　獣道をのぞきこむ児童

写真５　角研ぎ跡を調べる
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問題解決学習のプロセス
　レポートから、シカの角を公園で偶然拾ったこ
とで興味を持ったことがわかる。そして、「探検
で角研ぎ痕を発見」→「課題は角の研ぎ痕」→「木
の種類や太さによる違い、角を研ぐ目的は？」→
「木の種類、太さ、研ぐ目的を調べる」→「島の
３カ所で調査」→「モチノキに多い、木の太さと
本数、目的」→「種類や太さで異なる、目的は２
種類」→「樹種や太さと目的の関係、硬さと目的
の関係」→「新たな課題」という一連のプロセス
が進行した。児童１名の授業であったが、担任が
児童の考えを引き出しながら進めることで、児童
は問題解決学習に主体的に取組むことができた。
また、計測した結果を教科で習ったグラフで表そ
うとするなど、既存の知識・技術を活用する様子
がみられた。

3 . 宮崎県都城市立御池小学校の総合的な
学習の時間

　御池小学校は霧島連山の南麓に位置する児童数
８名の極小規模校である。御池小学校では、２０１１
年度から３～６年生の総合的な学習の時間（みい
けタイム）で、学校周辺に出てくるニホンジカ研
究に取組み、２０１１年度は３、４年２名と６年２名
がニホンジカの研究をおこなった。この探求的な
学習では、慶留間小学校と同様に、まず御池小学
校の周辺を探検して自然に触れながら、そのなか
で各児童が森の中でみつけたシカの痕跡から「な
ぜ、どうして？」を見つけ、３、４年と６年がそ
れぞれテーマを設定した。研究テーマはいずれも
シカの食べ物となり、御池小学校では「みいけの
シカの食」をテーマに研究に取り組んだ（写真７,
８）。テーマが決まると、調査・研究、まとめ、
発表までのプロセスをすべて児童主体で進めた。
４名の児童は２０１１年１０月に霧島市で開催された第
９回環霧島会議で霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町の市長および町長をはじめ３００名
を超える参加者を前にして、自分たちの研究内容
を発表した（写真９）。そのときの発表原稿から
６年生の研究内容の一部を著者が要約したものが
下記である。

　６年生の児童２名の研究内容（第９回環霧島会
議の発表原稿より）

「御池のシカの食」
　ぼくたち４人と先生たちで学校の裏の林を散策
して、シカに関する手がかりをいろいろ探す事に
しました。すると、シカのふんや足跡、樹皮のは
がれた木の幹、そして食べたような痕のある葉っ
ぱなどを発見し、そこで、御池のシカはどんなも
のを食べているのかに興味を持ち、「御池のシカ

写真７　シカの足跡を確認

写真８　角研ぎ跡を調べる

写真９　環霧島会議での発表
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の食」という課題を立て実験や観察を通して調べ
ました。
　しかし、ぼくたちはシカに関する知識がまった
くないので、一般的なシカについての知識をイン
ターネットや図鑑で調べ、今後の活動で一般のシ
カと御池のシカの違いなどを調べ・・（略）・・す
でにわかっている情報を生かしながら、御池のシ
カのなぞにせまろうと考えました。まず、インター
ネットや図鑑でしらべた情報を「シカ新聞」とし
てまとめました。ある程度の知識を得たところで、
御池のシカについて、食を中心に調べていくこと
にしました。
　６月に教室の窓越しにシカが餌を探しながら歩
いているのを目撃し、その場所にいってみると木
の葉っぱに食べられた痕を見つけました。シカが
葉っぱや樹皮を食べるということがわかったと同
時に、野菜や果物を食べるのか、という疑問がわ
きました。そこで、いろいろな野菜や果物を置い
て、翌朝食べているかいないかを確認する実験を
しました。結果は、カボチャは食べていましたが、
ヘチマは少しかじった痕があったけどほとんど残
していました。・・・この実験で確かめなければ
ならないことがもう一つあり、それは本当にシカ
が食べたかどうか、です。御池にはカラスやタヌ
キもいるので、シカが食べた事を証明するために
はどうすればよいかを考えました。そして、シカ
の足跡が食べ物の周辺についているかを調べるこ
とにし、それを調べるために新燃岳の噴火で林の
中に降り積もっていた火山灰を有効活用して、灰
をまいてきれいにならし、食べ物をおきました。
翌朝見るとシカの足跡が火山灰にくっきりと残っ
ていて、食べたのはシカであることを証明するこ
とができました。・・・私たちは、御池のシカが
普段何を食べているのかを調べたくなり、どう
やって調べるかを考える事にしました。落ちてい
た糞に目をつけ、糞を手がかりに・・・（略）・・・
糞を割ってみると緑色で、やはり植物を食べて
いることがわかり、顕微鏡でのぞくと糸のよう
な繊維がたくさんありました。・・・いま私たち
は、シカがかじった木やオスジカが角を研ぐのに
使った木を見つけたので名前や特徴を調べていま
す。・・・（略）。

問題解決学習のプロセス
　発表原稿から、学校周辺の探検で「糞、足跡、
樹皮のはぎ痕、食べ痕」を発見し、その中から課
題を「御池のシカの食」に決めたことがわかる。
まず、一般的なシカに関する情報をインターネッ
トや図鑑で調べたことをシカ新聞としてまとめ、
御池のシカと比較する知識を得ている。御池のシ
カについての研究は「疑問：野菜や果物はすべて
食べるのか？」→「実験：いろいろな野菜や果物
を設置」	→「結果：食べるもの食べないものがあ
る」	→「新たな課題：ほんとうにシカが食べたの
か？」→「足跡をつけてシカを確認する」→「新
燃岳の火山灰を活用」→「シカが食べたことを証
明」→「シカには好き嫌いがある」ことを明らか
にした。この一連の問題解決学習のプロセスを終
えた時点で「自然条件では何を食べるのか？」と
いう新たな課題に興味関心を持ち、「糞から調べ
る」方法を思いつき実際に糞をほぐして顕微鏡で
観察した。これは、理科で学んだ顕微鏡による観
察技術を活用したものといえる。また、「シカが
樹皮剥ぎや角研ぎをする木の樹種と特徴」に興味
関心を持ち、新たな課題としている。この問題解
決プロセスでは児童２名が話し合いをしながら、
協力して問題を解決していく様子がみられた。と
くに、シカが食べたことの証明にはカメラやビデ
オで撮影するなどの方法を当初挙げたが、技術的
に難しいということで、さらに考えた結果、足跡
を付ける方法を自分たちで思いついた。その際、
新燃岳の火山灰をまくというアイディアを自分た
ちで考え出し、協力して作業に取り組んだ。

まとめ
　沖縄県の慶留間小学校、阿嘉小学校、宮崎県の
御池小学校における授業実践を紹介した。本論で
は、自然の中で課題を見つけ、問題を解決してい
くプロセスを生き生きと伝えるために、子どもた
ちの言葉を掲載した。いずれの授業でも、身近な
自然の中での探検活動を通して、児童たちは身近
な自然に興味・関心を持ち、『主体的』に問題を
見いだしている。また、それぞれの課題について、
予想を立てて工夫して、協同して観察・実験を行
い、得られた結果を整理し、考察し、まとめ、表
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現し、いずれの児童も問題解決に取組んでいた。
　以上のことから、理科教育に求められる、身近
な自然から始まる問題解決学習を実現できている
と考えられる。
　また、『表現力』について、普段は少人数の学
校で、限られた相手としかコミュニケーションを
とる機会がないが、１００～３００名の聴衆を前にして
物怖じもせずに自分たちの研究を堂々と発表して
いることも特筆すべき点である。学校で自分の
意見を言えなかった御池小学校３年生の児童が、
３００名の聴衆を前にして自分の研究を発表できた
ことには、御池小学校の教職員全員や保護者は、
驚きを隠せなかった。さらに、言語活動の一環と
して２０１２年３月に実施した「インターネット子ど
もシカ会議」では、慶留間小学校と御池小学校を
インターネット会議システムでつないで、阿嘉小
学校を含めた３校の児童がそれぞれの研究発表と
質疑応答をおこなった（遠藤・仲村ほか、２０１２）。
この「インターネット子どもシカ会議」では、活
発なやりとりがみられ、お互いの研究内容に興味
を持ち、刺激を受け、自分の研究と比較し、次の
研究課題や研究方法の参考とする様子が観察され
た。児童が主体的に表現したり、コミュニケーショ
ンを取ることができるのは、発表内容が、子ども
が自ら疑問を感じ、問題を把握し自分で仮説を立
て、観察・実験を工夫して結果を得て、考察する
という、一連のプロセスを途切れる事無く経験し
た研究内容であるからだと考えられる。したがっ
て、『表現力』は単に読み書きのスキルを習得さ
せるのではなく、児童が伝えたいと思う内容作り
に十分な時間をかけることが必要であることを示
唆しているといえる。
　本研究における授業実践では、各自の研究を通
して明らかになったことから新しい課題を見つけ
解決へと向かう態度が児童にみられ、総合的な学
習の時間に求められる「問題解決的な活動が発展
的に繰り返される探究的な学習」が展開されてい
ることがわかる。また、上述のように「他者と協
同して課題を解決する協同的な学習」、「体験活動
を重視し、言語活動も充実した授業」となってい
る。また、生活とのかかわりについては、飼育さ
れているヤギの足との比較や、シカによる農業被

害や野生のシカへの餌付けなど、児童にとって身
近な生活空間での問題も取り扱われていた。この
ように、総合的な学習の時間が求める内容を網羅
した授業展開は、担当教員の学習指導が的確で
あったことを示す。また、本研究の授業実践は、
五島（２０１２）がいうように、野外観察や体験的な
活動などの探検学習によって「問題提起」→「探
検」→「観察」→「発見」	から「問題把握」に至っ
た上で、「仮説検証」へと移行することで児童主
体の「問題解決活動」を実現できたことを示唆す
るものであるとも考えられる。それでは、担当教
員の学習指導はどのようなものであったのだろう
か。
　沖縄の小学校で授業を指導した複数の教員の感
想から、これまで本研究のような探究型の「児童
主体の問題解決学習」を指導した経験がほとんど
無かったこと、シカに関する知識が無かったこと
から学習指導に当初とまどいを感じていたことが
わかる。また、児童が探検を繰り返すことで主体
的に課題を見つけることができるかを不安に感じ
ていたという。それでも、探検を繰り返して「課
題設定」に至るプロセスに十分に時間をかけ、児
童一人ひとりに向き合うことにした。その中で、
各人が発見したことや考えたことを、無理やり
でなく自然に引き出すための問いかけをしたり、
いっしょに考えたりもした。また、毎回の発見を
記録し、発表しあうことにより、児童だけでなく
教員も、毎回の探検で新しい発見があることや、
一人ひとりの興味関心が異なること、を認識する
ことができたし、探検を繰り返すうちに次第に課
題が決まっていく様子が実感として感じられ、毎
回の記録シートに書かれた児童の文章にも、その
ことがはっきり読み取れたという。「探検」→「観
察」→「発見」という最初のプロセスに十分な時
間をかけた結果、児童一人ひとりが研究の課題を
持つ事ができたと考えられる。
　本研究は、沖縄県と宮崎県の少人数の学校で、
身近にシカが棲息し自然にアクセスしやすい、特
殊な環境での実践研究ともいえる。しかし、少人
数であるからこそ、教員が個々の児童に向き合っ
て総合的な学習の時間に取り組み、その指導方法
を確立していけたのではないかと考えられる。し
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たがって、科学的な見方や考え方を通して解決す
る問題解決学習の指導方法を教員が実践を通して
身につける場として、自然豊かな離島や山間部に
ある小規模な学校を位置づけることができるので
はないかと考え、小規模校に未来を志向する教育
実践のモデル校としての可能性を感じている。
　今後も、少人数で自然にアクセスしやすいとい
う小規模校の特徴を生かして、慶留間小学校、阿
嘉小学校、御池小学校で実践研究を継続してい
き、この学習が、どのような学校でも適用できる
ように指導方法を一般化するために、様々な規模
や環境の異なる学校でも実践研究を展開して指導
方法を確立するとともに、児童、教員、保護者も
含め様々な教育効果の検証を続けることが必要で
あると考える。新たな取組みはすでに始まり、都
城市丸野小学校では４年生がツバメやヒメジオン
等の身近にみられる生物の探究的な学習を行い、
一学期間の授業であったが、科学的な見方や考え
方、主体的に学習に取り組む態度、積極的な生活
態度、協同的取組み、成績向上など、さらには保
護者の意識向上など、さまざまな効果が示唆され
ている（遠藤ほか、２０１２）。
　最後に、今求められる学力を向上させるうえで、
問題解決学習や探究的な学習は不可欠であり、問
題解決学習や探究的な学習の指導方法や実践授業
を教員養成の課程で学べるようにする取り組みが
大学に求められている。
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